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を形成させ、生物膜の細胞数、活性、群集構造を調査した結果、細菌 3株（Pedobacter sp. 7-11、
Aquaspirillum sp. T-5、Stenotrophomonas sp. 3-7）と珪藻 2株（Achnanthes minutissima N71
















S. leopoliensis CCAP1405/1 を高密度で接種したり、ビタミン類、チオ硫酸を添加したりするこ
とで S. leopoliensis CCAP1405/1 を寒天培地上で増殖させることが可能となったが、これまでに
有効性が報告されているカタラーゼの添加は効果が認められず異なる増殖機構が示唆された。無
機培地上では従属栄養細菌は S. leopoliensis CCAP1405/1 からの光合成産物を利用し、S. 
leopoliensis CCAP1405/1 の寒天培地上での増殖を支持したと考えられた。 
一方、S. leopoliensis CCAP1405/1 を寒天培地上で増殖させる能力を持つ Bacillus subtilis




CCAP1405/1 に対する増殖能が復帰したことから、B. subtilis 168 の同化型硫酸還元反応に続く






れているものとは異なることを明らかにした。さらに、B. subtilis 168 の遺伝子欠損株ライブ
ラリーを利用してその機構解明の手掛かりを提供した。これらの成果は、微生物生態学における
河川生物膜など微生物群集に及ぼす農薬等化学物質の影響評価や微生物間相互作用の機構解明に寄
与する新規な知見であり、博士（農学）の学位を与えるに十分な価値を持つものと判定した。 
 
 
 
 
 
